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l はじめに
「ロシア言語文化論」 は、 授業目標として 「ロシア言語文化を特徴付ける
テーマを選び、 ロシア人教員がロシア語で講義を行う。 ロシアの言語文化に
ついて理解を深めると共に、 ネイティブスピーカ ーが一定のテーマに基づい
て行う講義を聞き取り、内容を理解する訓練とする」 (シラバスより)こと
を掲げ、国際地域学科束アジアコース ・ロシア語選択科目として配当されて
いる。新潟県立大学におけるロシア語教育カリキュラムの総仕上げとなるべ
く位置づけられている科目で、 最終学年の学生を対象としているため、 2012
年度に初めて開講され、 2013年度が2回目である。
第7セメス夕一に 「ロシア言語文化論A」、第8セメス夕一に 「ロシア言語
文化論B」が開講される。 「ロシア言語文化を特徴づけるテーマ」として選
ばれたのは「ことわざ」と「詩」であるが、本稿では「ことわざ」をテーマ
としている 「ロシア言語文化論A」 にっいて報告する。
2 企画から開講まで
外国語教育にはさまざまな目標設定があり得るが、 当該外国語を用いて学
修を深めること、すなわち、学術論文などの参考文献を講読したり、講義を
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聴いたりすることが、 大学における教育の重要な日標の一つであることは言
うまでもない。このうち、ロシア語による文献講読は、さまざまなレベルで
行うことが可能であって、 県立新潟女子短期大学国際教養学科ロシア語コー
スの2年間のカリキュラムの中でも実践されており、その経験を引き継いでい
る新潟県立大学でも、 内容および講義の数や種類において、 さらに拡充した
形で行われている。一方、ロシア語による講義を、大学院生ではなく、いわ
ゆる学部学生を対象にして行つている例は、 日本国内の大学では一般的とは
いえなぃ。 ロシアの大学へ留学した者は、 留学先でロシア語の講義を聴講す
る機会が得られるが、 すべての学生に留学の機会を与えたり、 留学を義務付
けたりすることは現実的とはいえなぃ。 また、留学先で聴講する講義にっい
て、その内容やレベルにっいて要望したり、学生の理解や講義の効果を測定
することも困難である。
これらの状況から、 新潟県立大学におけるロシア語教育カリキュラムの策
定にあたって、 本学の授業として、 ロシア人教員によるロシア語講義を設置
することを企図した。その結果、2009年度から適用される新しぃカリキュラ
ムの中に、 「ロシア言語文化論A」 「ロシア言語文化論B」 を設置することが、
2008年度内に決定され、 冒頭に掲げたようなシラバスが定められた。
この講義の前提となったのは以下のような条件である。
①
?
?
ロシア語ネイティ ブスピー カ一教員がロシア語のみを使用して講義す
る
履修対象者はロシア語を24か月 (以上) 学んだ学生とする
補助的に通訳する者を介在させず、 教員と学生のみで行う
①は、 本学に国立太平洋大学 (ロシア・ハバロフスク) から客員教員とし
て赴任予定の教授もしくは准教授が担当することを想定したものである。②
は、本学カリキュラムにおいては、第7セメスタ一開始時点における学生のロ
シア語学習歴は、もっとも長くて24か月であることに拠つている。③は、大
学院を有するような大学であれば、 ネイティブスピーカ一教員がロシア語で
講義する一方で、 大学院生や留学経験者など、 聴解力が高い者を補助者とし
て同席させ、必要に応じて通訳させる、 とぃった形で進めることもあり得る
が、本学においてはそのような可能性がなぃことによる。
この前提に基づいて、 国立太平洋大学クラピー ヴニクと新潟県立大学水
上 ・柳町との間で、初回講義が開講される2012年4月まで、 内容と実施方法に
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関する協議を重ねた。 「ロシアのことわざと成句」 をテーマに定め、 ク ラ
ピーヴニクが講義の骨子となるテクスト の原案を執筆したうえで、 学生の到
達度を勘案しながら、 表現や内容を平易にする作業を共同で行つた。
3 講義の実施1:20l2年度
2012年4月、 クラピー ヴニクが客員教授として着任し、 他の授業科目 ( 「ロ
シア語コミュニケー ション」等)と共に、 「ロシア言語文化論A」を開講し
た。 2012年度の履修学生は8名であった。 水上は担当教員ではなぃが、 講義の
大部分に臨席した。その目的は、1)講義を録音すること 2)学生の理解度を
見極め、 講義計画に修正が必要かどうかを協議するための判断材料とするこ
とであった。後日、録音した音声を、学生が復習に利用できるよう提供する
こととなり、そのための編集作業とmanaba folioへのアップロー ドを水上が担
当した。
各回の講義は以下のように実施された。
① 「今回のテーマ」の提示
② ロシア語で講義
(ア)重要部分は板書を併用する
(イ)講義内容は細かく区切り、そのつど学生を指名して、キー ワー ド
や概念の理解を確認する
(ウ) 確認の結果、 学生が理解できていない、 あるいは理解が不十分で
ある、 と判断されることがある。学生の間で理解に差がある場合
は、理解している者に説明させることもあるが、多くが理解して
いなぃ場合は以下のような手段を用いる
1. より平易な例を挙げる
2. これまでに行つた講義内容を復習する(当日の講義だけでなく、
必要に応じて過去の回の内容にも戻る)
3. 特定の語(抽象概念を表す語、専門用語など)が理解の妨げに
なっている場合は、 教員が露和辞典の該当ページを示し、 学生に
和訳を読み上げさせることで語義を確認させる
(エ)特に重要な部分は、学生を指名してフレーズ全体を日本語訳させ
る
(オ)学生を指名して意見を求める
③ テクストの配布と復習・宿題もしくは予習の指示
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4 講義の実施2:2013年度
2013年4月に本学に在職していたのは、 ガ リ ナー ・ ラヒナ客員教授であった。
クラピー ヴニクの執筆によるテクストに基づき、 ラヒナ教授が講義を行つた。
2013年度の履修学生は9名であった。 2013年度も水上は講義の大部分に臨席し
た。 テクストは2012年度とほぼ同様のものが使用され、 テーマや素材も同一
であったが、 教員が交代したことで、 当然ながら、 講義の進行にはある程度
の相違が生じた。学生への問いかけがやや減少し、 その分、 教員が語る部分
が増えたように感じられたが、 それによって講義の効果が減少したと考える
根拠はなぃ。 講義の進め方に教員の個性が反映されるのはいわば当然のこと
であり、今後とも、担当者が交代する都度、各教員の裁量によって形が変
わっていくものと考えられる。
5 履修者からの評価・他の教員からの評価
2012年度履修学生による授業評価アンケー トは、 回答者が5名と、 履修者
の約6割にとどまった。従つて、その数値をもとに何らかの評価を下すことは
困難であるとぃえるが、ほぼすべての設問において回答者の8割(5名のうち4
名) が最高の評価を付与していることから、 学生の満足が高かったと結論す
ることは可能である。なお、2013年度授業評価アンケー ト結果は、本稿の執
筆時点でまだ公開されていないが、 2012年度との比較が可能になるなど、 今
後のための貴重な資料とすることができると思われる。
また、2012年7月10日には、第12回目の講義を、FDの一環として「平成24
年度国際地域学部公開授業」として学内公開し、講義終了後には研究会を
行つた。公開授業・研究会に参加した教員からは以下のような感想が寄せら
れ た (「FD委員会便り」No.2平成24年11月22日発行 ょり転載)。
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今回の授業の感想を自由に記述してください。
2、  3年次にロシア語を学び、 4年次にこのような専門的な内容を
学習できるのは、学生にとっても学びがいがあると思つた。
学生のロシア語の理解が高いことが分かった。
先生のロシア語の1つ1つを受け止め理解しようとする学生たちの
姿勢が印象的だった。
今日の12回目の授業までどのような過程を経てきたのか知りたかっ
た。
ジェスチャー を交えての講義、コミュニケー ションも多く、とても
楽しぃ授業だった。
2 今回の授業を参観して、 ご自身の授業をどのように振り返られまし
たか。 また、 自分の授業に生かしたいと思つたことなど、何でも自
由に記述してください。
先生の表情、表現が豊かで、見習いたいと思つた。
ゆっくり学生の理解を確認しながら進めておられたことはすばらし
いo
常に学生たちに話しかけ、 問いかけているス夕イルが本当に良かっ
た。
「ロシア語の聴解」と「ロシア語の習得に必要な比喩の理解」が同
時に進められるとぃう特色ある授業だった。 大いに参考になった。
・ 口頭の説明と板書の組み合わせや、 ロシア語で話させたり日本語に
訳させることで理解の確認・共有を図ることなど、参考にしたいと
思つた。
3 公開授業・研究会はいかがでしたか。 何でも自由に記述してくださ
いo
授業の概要に関する日本語の資料があり、助かった。
異文化に触れることができて、とても勉強になった。
貴重な授業を公開していただき、ありがとうございました。
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6 問題点および今後のための検討課題
2012年度・2013年度のいずれも、 講義運営にあたってもっとも困難だった
点は、履修学生が就職活動などの理由で欠席を余儀なくされることが珍しく
なかったことである。 学修の完成を目指すべき最終学年の学生がこのような
状況におかれるのは、 日本の大学が抱える構造的な問題ともぃえるが、 もっ
とも不本意なのは学生本人であろう。 自主学習用に供されている講義の録音
を聴くことは、講義に臨席することには遠く及ばなぃものの、欠席以降の講
義に出席するための準備とぃう意味では重要であろう。現時点では、 欠席し
た回の録音を聴くことはあくまでも任意であって、課題とするところまでは
至つていないが、今後、 欠席によって理解に遅れが目立つ学生が出た場合な
どは、 より強く指導することも検討すべきであろう。
また、現在第7・第8セメス夕一におかれているこの講義を、 1学期早め
て、第6・第7に移動させることも検討中である。二つの講義のうち一つの
配当を第6セメスタ (ー以降)とすることで、学生には、3年次と4年次の2
回、履修の機会を与えることが可能になる。 第5セメス夕一 までに集中的に
ロシア語を学んで、高い語学力を身にっけることができた学生は、 この講義
を3年次に履修し、他の分野も学習しながらゆっくり学んだ学生は、4年次
に履修して仕上げとすることができるのである。 この変更は可能な限りすみ
やかに実現したいと考えている。
本講義で使用しているテクストは、 クラ ピー ヴニクと水上の間でさらに検
討を加えた上で、教材として上梓することを予定している。また、本講義の
理念をまとめた論文 「新潟県立大学学生のためのロシア語教育課程の一環と
しての『ロシア言語文化論(ロシアのことわざ)』」が、2013年3月、太平洋
国立大学発行の論文集 「アジア太平洋地域における多文化間の対話」 2に掲載
された。 本稿には、 その論文と、 講義資料のうち一回分の日本語訳を資料と
して付す。
参考資料として、 一回分のテクストと和訳を付す。
Me)K11CyJIbTyPH bIii11liiaJ10「 B「IP OCT paHCTB e A3maTCK0-TllX00KeaHCKO「〇 Pe「l1OH a.n3n-B 0
T ]1ix0 0KeaH.rOc yH -Ta,2013.
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〔資料1 :関連論文〕
L.F.クラピー ヴニク
ロシア ハバロフスク、
国立太平洋大学
水上則子
日本 新潟、新潟県立大学
新潟県立大学学生のための
ロシア語教育課程の一環としての
「ロシア言語文化論(ロシアのことわざ)」'
外国人学生がロシア語を学ぶにあたっ
ては、 確立されて久しぃ教授法の伝統に
従つて、 さまざまな種類の決まった言い
方を必ず学ぶことになっているが、 その
ーつに、ロシアのことわざと成句がある。
ロシア語教育研究に従事する者にとって、
この教材が興味深いのは、 この言語単位
が、話者のことばを「グレー ドアップ」
するからである。したがって、外国語と
してのロシア語講座においては、 それら
の学習は教授法からみて特別な意味を
もっており、通常は、実践的な(すなわ
ち話すことを重視する)傾向を持ち、そ
れに対応して、 これらの言語単位の意味
や、会話においてどのようなコンテクス
トで用いることができるかが学ばれる。
それによって、外国人学生は、ことわざ
や言い回しを会話の中で用いる能力や、
さらに、日常生活描写、社会評論、科学
啓蒙、芸術などのさまざまな文体的傾向
を持つた言語素材の適切な理解の能力を
得るのである。
しかしながら、 ロシア語そのものの学
習と共に、 ロシア文化も積極的に学ばれ
ている今日、 ロシアのことわざと成句は、
他の少なからず重要な局面で学ぶことも
可能である。特に、この言語素材は、外
国人学習者に対して、 ロシア文化の特徴
を生の斬新な形で教えることを可能にす
る、なぜならば、ことわざゃ成句は、そ
の中に、 ロシア民族の生産活動や精神的
な活動にっいて、 伝統と習慣にっいて、
ロシアにとってもっとも重要な歴史的事
件にっいての知見を蓄積し保存している
からである。このために、今日、ことわ
ざと言い回しは、外国語としてのロシア
語教育の課程において特別な地位を占め
ているのであり、特殊講義、すなわち、
特定の目的に特化した枠組みの中で教授
されているのである。
このような特集講義の日的と課題、そ
して教材の選択の原則、 その解釈や実行
のためのアプロー チは、方法論が異なり、
そしてまた教育機関が異なれば、さまざ
まであろう。これは、方法論の伝統が複
雑だからとぃうだけではなく、ロシアの
ことわざと成句が、学習対象として多面
的であること、なぜならそれらは「莫大
な秘宝」であり、ロシア民族の歴史的・
文化的・精神倫理的価値の「汲めども尽
きぬ知識の源」(1,6)だからである。 そし
て、これらの局面の中で、もっとも重要
で現実的であるものが、学習の対象とな
るのであり、それに対応して、ロシアの
ことわざと成句を教育するための授業の
構成と実施の方法論的な原則が打ち立て
られるのである。
このように、ロシアのことわざと成句
の 「ことばとしての重要性」だけでは、
これらの言語単位の、 外国語教育におけ
る価値を十分に表しているとはいえなぃ。
ロシアのことわざと成句は、 学習対象と
して、認識を広げる大きな可能性を持つ
ており、この意味において、外国語教育
において特筆すべき価値を有しているの
である。 この語学教育における価値が、
外国語としてのロシア語教育課程におけ
る学習に際して、 常に十全に用いられて
いるわけではない、 という事実は、 明確
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な目的をもってさまざまな高等教育機関
やさまざまな語学学校で行われている教
育方法の実践の分析と統合を不可欠なも
のとしている。
新潟県立大学(日本)の学生のための
特殊講義 「ロシア言語文化論(ロシアの
ことわざ)」の立案にあたっては、ロシ
アのことわざと成句の歴史的および文化
的意義が特に考慮された。 したがって、
まさにこれらの面を学ぶことがこの特殊
講義の基盤におかれた。 その際に考慮さ
れたことは以下の通りである。
第一に、民衆口承文芸の最古のジャン
ルのひとっとして、ことわざぉよび成句
は特別な歴史的な価値を持つている。 な
ぜなら自身の中に、歴史的な人名や名称、
ロシアにとってもっとも有名な歴史上の
事件への言及を持ち続けており、その中
では、家庭用の日用品、職業、ロシア民
族衣装の構成要素など、 ロシアの現実の
生活から消滅した名称も見ることができ
るからである。この意味において、ロシ
アのことわざと成句は、 さまざまな歴史
時代のロシアの日常生活の独自の縮図の
よ う な「博物館」となっており、外国の
学生たちに、敷居が低く覚えゃすぃかた
ちで知識を与えることができるのである。
例えば、「He KpacHan36a yrJIaM n, a
KpacHam1lporaM n(肝心なのは家のしっ
らえではなく、ピローグだ)」と ぃ う ロ
シアのことわざは、昔のロシアの暮らし
にっいて沢山の興味深いことを語るのに
役立つ。ここでは、ロシアの生活に関連
する物品を指す、次のような言葉が用い
られている。「n36a」(ロシアの農村にお
ける住居家屋)、 「nnporn」 (パン生地に
具を包んで焼いたもの。 ロシア料理の中
でも好まれるものの一つで、 現代でも同
じである)、「KpacH bM yron」(ロシアの
農村家屋においてもっとも美しく尊重さ
れた場所で、 聖像画が掛けられていた)。
このことわざから外国の学生たちにこん
な話をすることもできるーロシアの農村
家 屋 に お け る「KpacH bM yroJI」 は、
「KpacHoe M ecTo」と呼ばれることもあっ
た、 なぜならそこには食卓があって、 そ
の席にっくょう勧められるのは重要な客
だけだったからである (このことを物
語 つ て い る の は 、「KpacHoM yrocT lo-
KpacHoe M ecTo(りっばな客には立派な
席)」というロシアのことわざである)。
「MaJI 30 JIOTH nK,1nlanO pOr ( ゾ ロ ト ニ ク
は小さいが高い)」 というロシアのこと
わざからは、次のような話をすることが
できる一1917年まで、 ロシアには、 ゾロ
トニク (4.25グラム)、フント (400グラ
ムもしくは96ゾロトニク)、プー ド( 1 6
キログラム) という独自の度量衡システ
ムがあった。ゾロトニクは銀や金の計量
に用いられていた (ここからこのことわ
ざの次のような意味が生まれたのである。
「小さくて目立たない者でも、 非常に価
値があり高価なこともある」)。
ロシアのことわざと成句は、ロシアの
歴史にっいても非常にたくさんのことを
語るのに役立つ。たとえば、ロシア史に
おいてモスクワが非常に大きな役割を果
たしてきたことである (なぜならロシア
語には、モスクワに関することわざや成
句が非常に多く見られるからである)。
これらのことわざと成句が生まれた時
代はさまざまであるため、モスクワと
ロシアの、 多様な時代における状況を
反映している。特に、「MocK Ba He cpa3y
cTpol1nIacb (モスクワは一日にして成ら
ず)」ということわざは、モスクワが非
常に長い時間をかけて建設されてきたこ
とを物語つている (現在モスクワがある
場所にはじめて建築物が建てられ始めた
のは9世紀から10世紀のことである)。
「MocKBa oT lcorIeegHoH cBe,qKl1icropena (モ
スクワは三文のろうそくで焼けた)」 と
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いうことわざは、 モスクワの最初の建築
物は木造であって、 このためしばしば大
火事が発生し、 建物の大部分を焼失した
ことを物語るきっかけとなる。ロシアの
ことわざと成句は、モスクワが13世紀の
初頭からモスクワ公国の中心となり、14
世紀からはモスクワ大公国の中心となり、
15世紀中葉以降はロシア帝国の首都と
なったことを語るのに役立つ。 しかしな
がら、モスクワがぃかにしてロシアの首
都となったか、 という物語は非常に複雑
である。一方では、すべてのロシアの都
市は、モスクワがロシアの都市の中で最
も重要であることを認識していた(この
ために「(モスクワはすべての街の母)」
ということわざが生まれた)。 他方では、
他の都市や公国に対するモスクワの態度
は、 しばしば非常に過酷な、容赦ないも
のであった (たとえば、非常に大きな貢
物を課した)。 これを物語つているのが、
「モスクワは涙を信じない」「モスクワは
母のことも、継母のこともある」とぃっ
たことわざである。
ロシアにとって困難であった時代、 例
えば夕夕一ル ・モンゴルのくびきの時代
にっいて物語るロシアのことわざも数多
い。その時代には、ロシアの都市や村々
が荒廃したり破壊されたりしたが、 この
時代を証言するロシアのことわざや成句
は否定的な感情がこめられている。 「招
かれざる客はタ夕一 ル人以下」 「ママイ
が通つた後のようだ」 「ママイが通つた
後のようにからっぼだ」などである。
歴史的な面からことわざと成句を学ぶ
ことで、外国人学生には、ロシア人が非
常にしばしは、歴史的な性質を持つこと
わざゃ成句を口にすること、 しかし、通
常は、なぜそのような言い方をするのか、
それらのことわざゃ成句がどのような歴
史的事件を物語つているのかをすでに知
らない、ということに注目させることも
できる。
第二に、 ロシアのことわざと成句の中
には、 ロシア民族の伝統や習慣、 振る舞
いに関する不文律、 最古の迷信や俗信、
予兆などが反映されている。 このため文
化的な価値を有していることは間違いな
い〇
たとえば、周知のとおり、ロシアでは
常に客をもてなすことが重要視されてき
た。古いロシアの習慣に従つて「客をも
てなす」ことは、すなわち、おいしぃ食
物をたっぶりと供することを意味してい
た。このため、ルーシでは客のためには
何も惜しまなぃことになっていた。 これ
を物語つているのが、 例えば、 「(客にシ
チーを惜しむな、 もっと具を入れて注
げ)」(すなわち、「客にはおいしぃ食べ
物を非常にたっぶりと出すべきだ」) と
いうロシアのことわざである。「ロシア
式歓待」の特性を知るのには、次のよう
なロシアの成句も役に立つ一 「神よ、客
を与えたまえ。 しからば主人も腹がふく
れる」なぜならこのような成句が生まれ
たのは、ロシア人たちは客のために、常
に 「不文律」によって、主人たち自身は
ふだん家で食べなぃような料理や御馳走
を作つてきた (そして今日でも作つてい
る)からである(このためロシアでは、
貧しぃ家庭であっても、 客のためにはい
つも豪勢な御馳走をしてきたのである)。
ロシアのことわざと成句の文化的な要
素を系統立てて学ぶことで、一方では、
外国人学生たちに、 「ロシアの民族性」
の特性と、 一定の状況における行動の民
族的に固有な形式にっいて知識を与える
ことができ、他方ではそれを説明するこ
とができる。
例えば、 ロシア人たちが何らかの真剣
なことに取り組もうとしているとき、次
のような言葉をかけられるのが常である。
「毛も羽根もないように!」そして言わ
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れた方は、 伝統に従つてこう答える。
「まっびらだ1」これらの成句もまた歴
史的な解説を有している。 なぜなら古い
迷信と結びっいているからである。 「邪
眼」を信じること、そして、人もしくは
その仕事は「邪眼を受ける」かもしれな
いということを信じることである。(こ
のため今日でも、ロシア人たちは「邪眼
を受けない」ように、ことが終わるまで
その話をしないのが普通である。) 過去
においては、ロシアの猟師たちもまた、
邪眼を受ける可能性があると信じていた。
このため、猟における成功を願われるこ
とがないようにと望んでいた。猟師たち
は、逆に、猟における不首尾が願われる
ように、すなわち、鳥も獣も殺さないよ
うにと願われることを望んでいた。鳥を
意味するのが「羽根」であり、獣を意味
するのが「毛」で、従つて猟師たちに
「毛も羽根もなぃように!」(文字通りに
は、「獣も鳥も殺さないように」である)
という言葉をかけたのであった。一方、
猟師は、 やはり邪眼を与えることがない
ように、こう答えるのを常とした。「まっ
びらだ!」このため、ロシア人が「毛も
羽根もないように!」と言い、「まっび
ら だ l」と答えるときには、彼らは、言
葉の上では、 すべてが不都合で不首尾で
あることを願つている (邪眼を受けない
ようにl)が、実際に願つているのは、
すべてがうまくぃき上首尾であることな
のである。
ロシアのことわざと成句の多くは異教
と結びっいている。たとえば、今日でも
「(予定は)いつなの?」という問いに対
する答えとして、非常によく用いられる
のを耳にする 「木曜日の雨の後さ!」
(すなわち、 いつになるかわからなぃし、
もしかすると決してないかもしれない)
とぃう成句がある。 この成句は異教の神
ぺルーン信仰と結びっいている。 ぺルー
ンは、 雷と稲妻を支配した神で、 木曜日
は 「ぺルーンの」日だった。伝説によれ
ば、木曜日には人々はぺルー ンに雨乞い
をすることができた。人々は非常にしば
しば木曜日を待ち受け、それからぺルー
ンに精いっばいの雨乞いをして、 そして
長い間雨を待つたが、 雨は降らなかった。
このため、 「いつあるかわからないこと」
そして、「決してないかもしれないこと」
を話題にするとき、ロシア人はこう言う
ようになったのだった。「それは木曜日
の雨の後になるだろう」。
文化面からことわざと成句を学ぶにあ
たっては、外国人学生には、ロシア民族
の伝統や習慣、 言い伝えゃ迷信を物語る
ことわざや成句は、その発生の歴史を熟
知している必要があるので、 翻訳や理解
が非常に難しぃことに注意させなければ
ならない。
第三に、ロシアのことわざと成句の中
には、 すべてのロシア人およびロシア民
族全体にとってもっとも重要な概念やイ
メ ージにっいての情報が保たれており、
ロシアのことわざと成句を学ぶことで、
外国人学生たちに、 ロシア文化にとって
もっとも意味深い概念を教えることがで
き、 その民族的な性質や民族的な特殊性
にっいて語ることができる。
たとえば、 ロシアのことわざと成句が
語るように、ロシア文化には、「ばか」
とぃう特殊な概念がある。「ばか」 は非
常に複雑なロシア的概念である。 一方で
は、ばかとは賢くない人間のことであり、
何事かを一緒に行うのが困難な者である
(これを物語るのが、 たとえば、 「ばかと
ビー ルを作ることはできない」と ぃ う こ
とわざである)。このため、ロシアにお
いてももちろん、どこでもそうであるよ
うに、「ばか」が愛されることはなく、
「ばか」 にっいては非難を込めて語られ
る。他方、それと同時に、ロシアの「ば
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か」 は少し羡みの目で見られる。 なぜな
ら彼らは、 なぜか上首尾と幸運に恵まれ
る か ら で あ る 。  ロ シ ア 人 は 言 う 。
「AwaKaM Bcer1lla Be3eT (ばかはいつも運
がいい)」「1ior町paKoB nK)6nT. (神はば
かを愛する)」なぜだろうか?それは、
「AWaK M 3 aKOH H e rMcaH (ばかのために
書かれた法律はなぃ)」、つまり、そうぃ
う人間は自分に独自の法に従つて生きて
おり、一般に認められた法律や法則には
従わないからかも知れない。 そうぃった
広く認められた法は、 必ずしも人間を幸
せにしないのである (これにっいては、
たとえば、 ロシアの昔話の中で語られて
いる)。
ことわざと成句を素材としたロシア的
な概念の研究は、 異なる文化においては、
同一のもしくは類似した概念が「独自の
ものとして」、すなわち民族的な特殊性
とともに理解されることが非常に多いこ
とを学生たちに説明する一助となる。た
とえば、多くの民族にとって、「大地」
「火」「水」といった概念はひとしく重要
なものであるが、文化が異なれば、これ
らの概念は、 単に似ているか、 あるいは
そもそも異質なものとして理解される可
能性があるのである。(?)
ロシア文化にとってのこれらの概念の
重要性を物語るのは、 「火と水は皇帝と
きさき」ということわざである。ロシア
のことわざと成句は、 ロシア文化におけ
る「水」のとらえ方に、否定的であると
同時に肯定的でもあるとぃう二面性があ
ることを物語つている(火はわざわい、
水もわざゎぃ、 されど火も水もなければ
ますますのわざわい)。
「水」 に対する否定的な見方が生まれ
たのは、水は非常に危険なものであり、
「水」 が非常に強力で予見できない自然
の猛威だからである。このため、ロシア
のことわざはこのように警告する:水は
わざわいのもと。 一方で、 「水」 の力を
物語つているのは、 「水が石を穿つ」 (そ
の意味は、「何か小さな、 日立たないも
のであっても、大きなもの、勢いのある
ものに打ち勝つあるいは制することがで
きる」)ということわざである。
「水」への肯定的な見方は、「水」がロ
シア人にとって魔法のような力を持つて
いるところから生まれている。第一に、
水は未来を予見するのに役立つ (水占い
の伝統にっいては、「水を覗いたよう
だ!」というロシアの成句が物語つてい
る。)第二に、水には治癒する力があり、
病を克服するのを助ける (ロシア人たち
は今日に至るまで病気の赤ん坊を水にっ
けて、その際にこう言うのが常である:
「ガチョウが水をはじくょうに、赤ん坊
の病気も去れ」)。 そのほかに、 貧しぃロ
シアの農民にとって、 パンと水はもっと
も重要な、そしてしばしばもっとも基本
となる食品であって (パンと水は百姓の
食い物)、 このせいもあってロシア人た
ちは水にっいて敬意をこめて語つたもの
である:「パンは父さん、水は母さん」
とぃったように。
この観点からことわざと成句を学習す
るにあたって、 外国人学生に留意させる
ことが非常に重要なのは、ある民族の文
化を理解するためには、 その文化に特徴
的な概念を知るだけではなく、異なる文
化の中に見受けられる、 諸概念の民族的
な特徴にっいて理解していることが必要
であることである。
この特別講義の教材を実地に使用し評
価する過程で、 ことわざと成句の学習は、
教育の方法論のうえでも特別な重要性を
持つていることが明白に示された。なぜ
ならば、 この教材は、 学生たちに一連の
言語学上の概念や用語に親しむことを可
能にしたからである。 «npi Moe3 Ha,ieH H e
直義»,«o6o611u1eHHbIncM b Icn一般化された
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意味»,«liH ocKa3aHne寓意»,«6yKBa- JIb H bIn
nepeB O n 直 訳» ,« t'M O I J1l1OH aJI b Ha1l
oKpameH H ocTb感 情 的 な 色 付 け »,ｫ
「IOJIC)1lKla- TeJlb Hai/0TP M naTellb Ha2 0 ]1]leHKa
肯定的/否定的評価 »,« pnT M n?ecKa気
opraH ma1_u1ul韻 律 を 持 つ た 構 造 »,ｫ
plaO MOB aHHbIe BbIpal Ke- H M 押韻を用いた
表現»,« cTpyKTypHaa opraH n3 l: l M構造的
編成»,« TeM aTn?ecKoe pa3 H006pa3ueテー
マの多様性» などである。これらの学
問上の概念は、 外国語を学ぶ学生たちに
とって非常に重要である。なぜなら、そ
れらを知つており、適切に理解している
ことは、学生たちの勉学やその後の職業
人としての活動を最適化することに寄与
するからである。特に、あらかじめ「専
門用語の蓄え」を作つておくことは、学
術関連テクストの理解を容易にし、専門
的な語彙を、 卒業研究その他の論文執筆
の過程で正しく自覚的に使うことを可能
にする。
たとえば、 ロシアで最初の記述文学作
品が現れるよりも前に生まれた、ロシア
の民衆による創作のー ジャンルとしての
ことわざと成句は、「芸術的な」思惟の
特徴を鮮明に示している。それは、芸術
的な形象を作り出す手段(隠喩、比喩、
擬人化などである) の適用を基盤とする
表現、 イ メー ジの喚起、 感情の表出など
であり、さらに、ひとまとまりのことば
の特徴的な音声構造である。 ことわざと
成句の「芸術的アスぺクト」の一貫性を
持つた分析を行うことで、あまり複雑で
ない言語資料であれば、 外国人学生を、
これらの芸術的形象性という方法に親し
ませることが可能になり、それによって、
学生たちにロシア語の芸術的なテクスト
(ことわざや成句よりもその性質におい
て複雑な言語作品) を適切に解釈させる
ことが可能になるのである。
このように、外国語教育とぃう面におい
て、ロシアのことわざと成句は、きわめ
て有用なかけがえのなぃ言語資料である。
これは、 ロシア語のさまざまな現象を観
察したり、実例を挙げて示したりする機
会を与えるだけでなく、ロシアの歴史と
ロシア文化の特性を語り、 ロシア的なる
ものの特性を紹介し、 ロシア人の一定の
条件下における行動の特性を説明する契
機ともなる。その結果、この実践が示す
ように、この相当に複雑な言語資料に対
する外国人学生の興味が喚起され、 それ
が剌激となって、学生がさらに、自らの
イニシアチブによって (自らの興味や必
要に合わせて) 自主的に勉学を進めるこ
とへとっながっていくのである。
文献
1. AJ Ie(11llaPeHK0 H .(I).(11)Pa3eO J I O「 M  H 「IaPeM llO J 1 0「 M: yqe6.「IOC06lie,ilJ'a 6aKaJIaBP CKO「0
yPOBH jl lb11I.nO JI O「li ieCKO「0 06Pa3 0 BaH M . - M.:(1:) J MHT a:HayKa,200g.
?
?
本稿は以下の論文の日本語訳である。
KanueHuK JI 〇..Mu,ilKaMuH C lle]0lKypC« pyCCKalI KyJIbTypa:「IOCJ 10 Bll;[lbIn
「IO「0BOpKn»B KypCe pyCCKO「0jl3bIKa ,1]1 1 ll C 'Iyl】eHTOB HnI1l「aTC KO「0IIpeO eKTypaJ IbHO「0
yHnBepcnTeTa.
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〔資料2 :講義資料〕
第12回 ロシア語の比喩的な言い回し
言語を美しく また感情表現に富むもの
とするために、 比喩が用いられる。 比喩
は言表の意味を理解し、 言表の情動を
「感じとる」のを助ける。このために、
ロシア語においては、 何かが何らかのも
ので喩えられているような言い回しが非
常に多いのである。 その例となるのは、
「調子は白い煤みたいだ」'「ママイが
通つたあとみたいに何もなぃ」2とぃっ
た言い回しである。
ロシア語の比喩的な言い回しは、 通常
人聞や事物の情動的な特徴づけのために
用いられる。
例 :
火事場へ行くみたいに走る(意味は「非
常に急いで」)
亀のように身体を引きずる/歩く (意味
は 「非常にゆっくりと」)
鶏が脚で書くょうだ(意味は「とてもき
たなく、ぞんざいに」)
猫と犬のように暮らす(意味は「しばし
ば喧l準をする」)
ロシア語の比喩的な言い回しは、 次の
ような構造をもっているのがふっうであ
る : A は B の よ う だ  あるいは AはBそ
のものだ
例 :
犬の5番日の脚のように必要だ3
年寄りは子どもそのものだ(意味は「老
人は赤ん坊に似ているものだ」)
しかし時には、 比喩的な言い回しの中
に 「のようだ」や 「そのものだ」という
語がないこともある。
例 :
言葉は銀、沈黙は金(意味は「時には話
すよりも黙つている方がよいことがあ
る」)
舌こそ我が敵(意味は「あんなことを言
うのではなかった!」)
比喩的な言い回しの中では、 否定によ
る比喩が用いられることが非常に多い。
否定表現を伴う比喩的な言い回しは、次
のような構造を持つている:AはBのよ
うではない。
例 :
愛はジャガイモではない、 窓から投げ捨
てるわけにはいかない4
仕事はオオカミではなぃ、森へ逃げて
いったりしない(意味は「この仕事は
急いでやらなくてもぃい、後でやるこ
ともできる!」)
ロシア語の比喩的な言い回しを理解す
るためには、そのような言い回しの中に
存在する形象を理解する必要がある。 例
えば、「二つの水滴のようにそっくりだ」
という言い回しを理解するためには、 二
つの水滴を思い浮かべる必要がある。 そ
れらは通常、 極めて似通つている。 実際
に、この「二つの水滴のようにそっくり
だ」という言い回しの意味は、「完全に
似ている」である。一方、「猫の涙のよ
う な」 という比喩的な言い回しを理解す
るためには、もちろん、猫が泣かないこ
とを知つていなければならない。 ゆえに
この言い回しの意味は「きゎめて少ない
ほとんどない」 なのである。
ロシア語の比喩的な言い回しを、外国
人が容易に理解できるのは、 言い回しの
中に出てくる形象を理解できる(すなわ
ち、思い浮かべることができる)場合で
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ある。例えば、 次のようなロシア語の比
喩的な言い回しを理解するのはたやすぃ
だろう。
(誰かを/何かを) 自分の五本の指のよ
うに知つている(意味は「熟知してい
る」)
2かける2が4になるように分かりゃす
い/明白だ(意味は「完全に分かる」)
薬局のように正確だ/正しぃ(意味は
「完全に正確で正しぃ」)
しかしながら、 ロシア語の比喩的な言
い回しの中には、非常にしばしば、ロシ
アの現実生活に見られる特別な 「情景」
が登場し、 それらはロシア人にとっては
なじみ深い、 分かりゃすぃものであるが、
外国人にとっては未知のものであり、 そ
れゆえに理解できないものである。
例えば、ロシア人は、「誰かが恵まれ
た豊かな、何不自由ない生活をしてい
る」ということを言いたい場合に、「バ
夕 一の中でチー ズ が 滑 つ て 行 く よ う
だ ! 」という言い方をする。ロシア人は
この場合どのような「情景」を思い浮か
べるのだろうか?チーズは、美味しぃ、
高価な、滋養に富む食物であり、バター
も、効果で美味しく滋養に富む食物であ
る(ロシア人はバ夕一 を非常に好み、パ
ンにもバ夕一をっけ、 粥やその他の料理
にもバ夕一 を加えて食べるのが普通であ
る)。 チーズはバ夕一の中で滑るように
動く (たとえば、スキーが雪の上で軽々
と滑るように)。この故に、豊かで快適
な暮らしは、 栄養豊かなチーズが美味し
いバ夕一の中で、 快適で軽々と滑つて行
くさまに(ロシア人にとっては)似てい
るのである。
外国人にとっては、 ロシア語の比喩的
な言い回しのうち、歴史的な出来事と結
びっいているもの (ママイが通つた後の
ように空つぼだ、の類である)や、古い
ロシアの伝統や習慣、 迷信などと結びっ
いているものも、 理解するのが難しぃ。
たとえば、「水の中を見たようだ1」と
いう言い回しは、 「水の中で」 占いをす
るとぃう伝統と結びっいている (何かに
水を注ぎ、その水を覗き込んで、自分の
問に対する答えをそこに見出そうとする
もの)。このため、誰かが何かを「正し
く予言した」とき、ロシア人は「水の中
を見たようだ1」と言うのである。
比喩的な言い回しはすべての言語に存
在する。そしてさまざまな言語において、
多くの類似した比喩的な言い回しが見出
される。たとえば、ロシア人が、何かが
「やすゃすと、問題なく」行われるとき
に、 「バ夕一 を敷いたみたぃにすべてが
うまく運ぶ!」と言う。類似の比喩的な
言い回しは、たとえば英語のような他の
言語にもみられる。
本講における基本概念
比喩
否定
言表の情動
(比喩的な言い回しの)構造
(情景を) 思い浮かべる
(水の中で)占いをする伝続
ロシア語のことわざと言い回し
年寄りは子どもそのものだ
言葉は銀、沈黙は金
舌こそ我が敵
仕事はオオカミではない、森へ逃げて
いったりしない
火事場へ行くみたいに
亀のように
鶏が脚を使うょうに
猫と犬のように
二つの水滴のように
描の涙のような
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自分の五本の指のように
2かける2が4になるように
薬局のように
バ夕一の中でチーズが滑つて行くよう
だ !
バ夕一 を敷いたみたいだ1
水の中を見たようだl
設問と課題
1. 比喩的な言い回しの主要な特徴は
どのようなものか
2. ロシア語においては、比喩的な言
い回しは何のために用いられるか
?
?
?
比喩的な言い回しはどのような構
造を持つているか
ロシア語の比喩的な言い回しを外
国人が容易に理解できるのはどの
ような場合か
ロシア語の比喩的な言い回しにお
いては、 ロシアの現実生活に由来
する、 どのような特別な「情景」
が用いられているか
ロシア語の比喩的な言い回しに類
似したものはあなたの母語にもあ
るか
注
1 煤とぃえば黒いものだが、それが「白い」というところから、常軌を逸している、
ひどく悪いことを意味する
2 ママイ汗はここではモンゴル民族の象徴である。「夕夕一 ルのくびき」時代に、
モンゴル民族によって収奪されたことを引き合いに出して、 備蓄が尽きた状態な
どを表現する
3 犬にとって脚は4本で充分で、5本目は不要であるところから、まったく必要なぃ
ことをいう
4 恋愛は理屈では割り切れない、叶わない恋や、周囲から批判されるような関係で
あっても、断ち切ることは簡単ではない、ということわざ
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